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日
本
の
対
台
湾
窓
口
・
交
流

協
会
台
北
事
務
所
で
、
初
め
て

設
置
さ
れ
る
と
い
う
「
貿
易
投

資
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
今
年
十

一
月
に
就
任
。
日
本
と
台
湾
の

経
済
交
流
の
橋
渡
し
役
を
務
め

る
。「
日
本
全
国
の
経
済
界
の
目

が
中
国
に
向
か

つ
て
い
る
現

在
、
台
湾
独
特
の
特
徴
や
役
割

も
見
直
す
べ
き
。
き

つ
と
、
様
々

な
新
発
見
が
あ
り
、
色
々
な
経

済
界
の
要
望
に
応
え
る
た
と
が

で
き
る
と
思
う
」と
張
り
切
る
。

中
国

。
台
湾
と
の
か
か
わ
り

は
大
学
時
代
に
中
国
語
を
専
攻

し
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当

時
、
中
国
語
学
科
の
同
級
生
は

三
十
数
人
と
少
な
か

っ
た
。　
一

九
七
二
年
に
日
中
共
同
声
明
が

調
印
さ
れ
た
も
の
の
、
あ
の
こ

ろ
の
中
国
は
「近
く
て
遠
い
」
と

い
う
存
在
で
し
か
な
か

つ
た
。

大
学
卒
業
後
、
大
阪
の
松
下

電
器
産
業
に
入
社
。
入
社
三
年

目
の
七
六
年
に
台
北
で
二
年
間

の
語
学
研
修
を
行

っ
た
。
昼
間

に
会
社
で
営
業
の
イ
ロ
ハ
を
学

び
、
夜́
間
は
地
元
の
大
学
で
中

国
語
を
学
ぶ
―
卜
と
い
う
青
春

の
日
々
を
過
む
す
。

と
は
い

つ
て
も
、
当
時
の
台

湾
は
国
民
党
の
落
経
国
政
権
で

戒
厳
令
下
に
あ

つ
た
。
台
湾
の

民
主
化
が
進
み
ヽ
政
権
交
代
も

実
現
し
て
い
る
現
在
で
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

日
本
か
ら
届
く
す
べ
て
の
荷
物

は
検
査
さ
れ
ヽ
書
籍
類
な
ど
は

没
収
。
日
本
の
新
聞
も
中
国
共

産
党
に
関
す
る
部
分
は
黒
色
の

イ
ン
ク
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い

た
。
「
日
本
の
新
聞
で
中
国
の
金

国
人
民
代
表
大
会

（全
人
代
――

国
会
）
の
こ
と
を
書
い
た
記
事

な
ど
は
真

っ
黒
だ

っ
た
。
か
ろ

う
じ
て
読
め
る
部
分
は
、
『
は
』

『
を
』
な
ど
と
い
う
接
続
詞
だ

け
で
、
さ

っ
ば

ヽ
り
内
容
が
分
か

ら
な
く
て
頭
を
抱
え
た
」
と
振

り
返
る
。
　

、

研
修
終
了
後
、
日
本
に
戻
り
、

七
八
年
に
中
国
の
部
小
平
氏
が

来
日
し
て
松
下
電
器
の
テ
レ
ビ

エ
場
を
訪
問
し
た
際
は
、
松
下

幸
之
助
氏
に
付
き
添

っ
て
通
訳

も
務
め
た
。

以
来
、
中
国
畑

一
筋
で
歩
み
、

七
九
、
八
〇
年
の
幸
之
助
氏
の

中
国
訪
間
に
同
行
。
実
績
が
認

め
ら
れ
て
、
八
二
年
に
中
国
南

部

・
広
東
省
広
州
市
の
事
務
所

責
任
者
に
抜
て
き
さ
れ
た
。

任
さ
れ
た
仕
事
の
内
容
は
、

広
東
省
に
電
化
製
品
の
製
造
工

場
を
造
り
、
中
国
側
に
売
り
渡

す
と
い
う
大
事
業

‐。

「
改
革
開

放
」
に
突
き
進
む
中
国
の
経
済

最
前
線
で
苦
闘
し
て
、
′八
五
年

に
無
事
に
契
約
を
完
了
さ
せ
て

日
本
に
帰
国
し
た
。

そ
の
後
、
再
び
台
湾
と
の
付

き
合
い
が
始
ま
る
。
九

一
年
に

台
湾
松
下
に
赴
任
。
い

っ
た
ん

九
五
年
に
日
本
に
戻
る
が
、
九

九
年
に
台
湾
松
下
の
経
営
の
立

て
直
し
を
命
じ
ら
れ
た
。
経
済

成
長
を
遂
げ
る
中
国
の
台
頭
を

肌
で
感
じ
つ
つ
、
必
死
に
仕
事

に
励
む
う
ち
、
台
湾
に
人
脈
も

広
が

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
‘

・

そ
し
て
、
今
年
三
月
に
日
本

帰
国
を
命
じ
ら
れ
た
時
ヽ
心
の

中
で

一
人
決
心
を
し
た
と
い

う
０
す
で
に
大
阪
本
社
の
部
長

職
に
出
世
し
・て
お
り
、
い
ず
れ

は
中
国
を
統
括
す
る
北
京
で
思

う
存
分
に
働
か
な
い
か
、
と
い

う
打
診
も
受
け
て
い
た
。

「
知
も
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

台
湾
に
惚
れ
込
ん
で
い
た
ん
で

す
。
今
さ
ら
中
国
に
行
こ
う
な

ん
て
思
わ
な
く
な

っ
た
」
と
語

る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
と
決

別
し
て
今
年
七
月
末
に
退
社
。
，

そ
の
二
か
月
後
に
台
湾
に
戻

り
ヽ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
を

設
立
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
一

経
歴
　

一
九
五
三
年
ｒ
奈
良

県
出
身
０
天
理
大
中
国
語
学
科

を
七
五
年
に
卒
業
後
、
松
下
電

器
産
業
に
入
社
。
台
北
や
広
州

に
駐
在
後
、
二
〇
〇
四
年
七
月

に
同
社
を
退
社
。
台
北
で
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
を
経
営
す

る
。

一
　
一
　

　

　

¨

い
ま
、
台
湾
と
日
本
を
往
復

す
る
忙
し
い
日
々
が
始
ま

っ
て

い
る
。
中
国
進
出
を
希
望
す
る

日
系
企
業
が
あ
れ
ば
、

「
台
湾

も
見
て
み
て
下
さ
い
」
と
売
り

込
み
、
日
本
進
出
を
考
え
る
台

湾
企
業
に
対
し
て
は
、

「
景
気

低
迷
が
続
き
ま
す
が
ヽ
日
本
も
、

一捨
て
た
も
ん
じ

や
あ
一り
ま
せ

ん
」
と
訴
え
か
け
て
い
る
´

「
台
湾
は
成
熟
し
た
市
民
社

会
が
あ
り
、
経
営
者
や
労
働
者

の
意
欲
も
モ
ラ
ル
も
日
本
に
負

け
な
い
ぐ
ら
い
に
高
い
。
い
ま

や
中
国
の
影
に
隠
れ
て
い
る
も

の
の
、
も

っ
と
注
目
さ
れ
て
よ

い
は
ず
」
。
日
台
を
結
ぶ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
さ
ら
な
る

活
躍
を
期
し
て
い
る
Ю

（文

。
写
真
　
関
泰
晴
）
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